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特別支援学校 特別支援学級 通級指導教室 全体比率
1999 年度 4615 4289 1892 1.20％
2000 年度 4745 4652 1902 1.28％
2001 年度 4819 5080 2058 1.37％
2002 年度 4991 5552 2213 1.48％
2003 年度 5284 5788 2419 1.56％
2004 年度 5550 6223 2672 1.68％
2005 年度 5745 6849 2913 1.80％
2006 年度 6055 7466 3179 1.94％
2007 年度 6356 8227 3469 2.10％
2008 年度 6700 8958 3692 2.23％
10 年前比 ＋ 2085 ＋ 4669 ＋ 1800 ＋ 1.03％
　上の表は神奈川県の障害児教育の対象者数である。全体比率は義務段階（小・中学生）
に占める障害児教育の対象者の比率である。障害児教育を受ける子どもたちは、10 年間
で約 8500 人の増加、全体比率で約 1％の増加率である。特別支援学校だけではなく、特
別支援学級や通級指導教室に通う子どもたちも大きく増えている。
　特別支援学校について言えば、10 年間で約 2000 人、年平均 200 人の増加、最近の数
年間を見れば、一年で 300 人以上の急増という状況にある。特別支援学校の適正規模は









































































































































































　学級の中でグループ学習をすることになり、私のグループは不登校 3 名、緘黙 1 名、
身辺自立が十分にはできない知的障害 1 名の 5 名の生徒で構成された。不登校の中に非
行を繰り返す生徒もいた。授業内容は「動物すごろく」づくりであった。このグループ
学習は教育とは何かを私に示した。家庭環境の問題からいつもふてくされて学習意欲を




































































































































































































































1） 21 世紀の特殊教育の在り方に関する調査研究協力者会議：21 世紀の特殊教育の在り方について～　一人一人
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2）特別支援教育の在り方に関する調査研究協力者会議：今後の特別支援教育の在り方について（平成 15 年）
3）これからの支援教育の在り方検討協議会：これからの支援教育の在り方（平成 14 年）
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